


● 科学としての音声学が目指す先端研究の一端として、事象関連電位を用いた脳波実験

に基づくアクセントの認知に関する所見などについても言及。
●母語である日本語を中心に捉えた、今日的レベルの音声科学の概説書。
●本書における音声表記は、原則として最新版の1993年改訂・1996年修正版による国際

音声記号を採用。

音声言語と文字言語／日本における音声教育／音声言語の特質／音声言語を捉える視点／外国語教授法への
応用

音声学の対象と分野／音声学の研究方法／調音音声学
／音響音声学 ／聴覚音声学

分類基準 ／母音の付帯的性
質

分類基準 ／各論

分類基準／アクセントの種類 ／アクセントの機能
／記述法



● P（ページ）・図・表は城生佰太郎著
『日本語音声科学』に対応

システム ：日本語Windows95、WindowsNT4.0（日本語Windows98は動作確認済み）
対応機種 ：PC/AT互換機
CPU ：Pentium 120MHz以上（Pentium 166MHz以上推奨）
メモリー ：32MB以上
CD-ROM ：4倍速以上（8倍速以上推奨）
その他 ：256色以上表示可能なディスプレイ／Sound Blaster互換サウンドガード

Windows95、Windows98、WindowsNTは米国Microsoft社の登録商標です。PentiumはIntel社の登録商標
です。Made whth Mcromediaは米国Mcromwdia社の登録商標です。ATAMAPはキッセイコムテック社の
登録商標です。MULTI-SPEECH 3700はKAY社の登録商標です。
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